
令和 年 月 日

時

令和 年 月 日

様

①町内の未婚者数は。 町　長

②今後の取り組みは。

婚活事業

①令和６、７年度の捕獲頭数は。 町　長

②大正地域は猿、野ウサギ、ハクビシンの被害が増大
しているが、その対策・支援は。

鳥獣害対策

⑤芳川はなぜ大奈路投票所になったのか。

⑥統合後の対応は。

投票所の統合

③土地、所有者、不在地主、地番、地目、筆界調査に
問題はないのか。（地籍簿、地籍図の作成、裁判、内
容証明等）

国土調査 ①進捗状況は。 町　長

②歳出予算内容について

④一筆ごとの土地測量を変えるつもりはないか。

⑤調査完了までのスケジュールは。

③アンケート結果は。

④移動期日前投票、送迎の対応と投票率は。

①基準、規則があるのか。 町　長

②統合の前に有権者に対して、事前にアンケートを実
施すべきではなかったか。

7月20日投開票の参議院議員選
挙

四万十町で問題はなかったか。 町　長

7 8 27

四 万 十 町 議 会 議 長 緒 方 正 綱

四 万 十 町 議 会 議 員 林 健 三

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告します。

質問事項（テロップ） 質問の要旨（具体的に記入のこと） 答弁を求める者

8 27

午前 8 30 分 受 付

7議席
番号

3
受付
番号

1



令和 年 月 日

時

令和 年 月 日

様

4、普通教室、体育館での気温上昇は日差しの差し方
によって、35℃を超え40℃に達することもあるとされ
ている。普通教室へのエアコン配備は充足されている
と思うが、体育館にあっては構造的な面もあり、対策
が遅れているが、災害時の避難所として指定されてい
る場所でもあり、配備を急ぐべきと思うが、それぞれ
所管課の対策への考えを聞く。

学校施設での熱中症対策につい
て

1、近年、全国的にも猛暑が続いて、学校現場での熱
中症リスクが年々高まっている。児童生徒のみなら
ず、教職員の指導環境維持にも適切な対策が必要不可
欠であるが、現場各所での対応措置について状況を聞
く。

2、学校での熱中症発生件数の多くは「課外授業」と
言われているが、クラブ活動時等の対策とした学校現
場への指導内容を聞く。

3、プール使用の水泳授業は使用にあたって水温・気
温・湿度の状況に左右され細心の配慮がなされている
と思うが、使用する判断基準の通達内容、また、今夏
の夏休み期間中を含めた各学校のプールの稼働状況と
活動中止とした状況について聞く。

町　長
教育長

四 万 十 町 議 会 議 長

1、令和6年度に介護報酬改定がされ、診療、介護障害
福祉サービスなどの報酬が見直され、医療、福祉現場
での賃上げ改定がされているが、今回の改定による本
町の各事業所への影響について概要を聞く。

2、介護報酬全体の改定率1.59％のプラスとされた中
で訪問介護事業においてはマイナス改定とされ、この
ことにより訪問介護事業の運営に支障が出ているとさ
れるが、それら分析や支援について聞く。

3、今回の改定ポイントの一つに地域包括ケアシステ
ムの深化と推進が挙げられているが、どのようにシス
テムの見直しがされているか。
それによる介護サービスの変化について聞く。

町　長

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告します。

質問事項（テロップ） 質問の要旨（具体的に記入のこと） 答弁を求める者

緒 方 正 綱

四 万 十 町 議 会 議 員 中 屋 康

7 8

介護保険事業の現況について

27

午前 8 31 分 受 付

7 8議席
番号

9
受付
番号

2

27



令和 年 月 日

時

令和 年 月 日

様

ふるさと納税額が頭打ちになっている現状について、
地域振興・地域の活性化という視点からも取組みの上
積みの必要性について問う

地域おこし協力隊（民間企業等
受入型）について

現在の採用状況について問う 町　長

ふるさと納税について 財源になる税収等の自主財源、地方交付税等の依存財
源と、ふるさと納税との（寄付金）関連性について問
う

町　長

本町のふるさと納税の推移について

本来の目的である地域振興という捉え方についてどう
考えるか

ふるさと納税額が減少傾向にあるがどう捉えているか

採用にあたっての条件等について問う

本町は株式会社良品計画と包括連携協定を結んでいる
が、休校・廃校校舎の利活用について協議した経過は
ないか

ふるさと交流センターの再整備計画があるが、それに
合わせて昭和中学校、更には昭和小学校の利活用につ
いて検討してはどうか

人口減少により税収は今後更に減少していくと予測さ
れるが、町独自の施策で財源を増やす手立てについて
考え方を問う

遊休資産（休校・廃校校舎）の
利活用について

維持費がかかり続ける休校・廃校校舎の利活用の計画
について問う

町　長
教育長

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告します。

質問事項（テロップ） 質問の要旨（具体的に記入のこと） 答弁を求める者

本町の財源について 本町の一般財源の内訳・割合について問う 町　長
教育長

7 8 27

四 万 十 町 議 会 議 長 緒 方 正 綱

四 万 十 町 議 会 議 員 山 本 大 輔

8 27

午前 11 59 分 受 付

議席
番号

2
受付
番号

3
7



町道の管理者としての責任についてはどう考えるか

損害賠償の有無について問う

河内神社の対応について 事故の概要について問う 町　長
教育長

地域問題の解決、事業者支援の有効な手法にすべく積
極的に取組む考えはないか

行政が積極的に取り組んでいくことで、本町の人手不
足解消の有効な手段にはならないか

町の文化財としての観点から今後の対応についてどう
考えるか、また文化財維持のための柔軟な対応につい
て問う



令和 年 月 日

時

令和 年 月 日

様

高校、地元と協議してきた経過、地元の盛り上がりは
どうかについて問う

地元高校の振興について有効な手段となるのか

窪川高校野球部復活の協議につ
いて

地元高校振興策の一つとして行政報告の中で早急に対
応を進めていくと触れられたが、現在の進捗状況、野
球部の復活の時期について問う

町　長
教育長

7 9 3

四 万 十 町 議 会 議 長 緒 方 正 綱

四 万 十 町 議 会 議 員 山 本 大 輔

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告します。

質問事項（テロップ） 質問の要旨（具体的に記入のこと） 答弁を求める者

9 3

午後 3 30 分 受 付

7議席
番号

2
受付
番号

3



令和 年 月 日

時

令和 年 月 日

様

7 8 29

四 万 十 町 議 会 議 長 緒 方 正 綱

四 万 十 町 議 会 議 員 水 間 淳 一

8 29

午前 10 38 分 受 付

議席
番号

10
受付
番号

4
7

②点検はどのようにおこなっているか

③耐用年数を超えた延長はどれくらいあるか

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告します。

質問事項（テロップ） 質問の要旨（具体的に記入のこと） 答弁を求める者

水道事業について ①水道管の総延長は 町　長

水泳授業について 水泳授業の安全対策は 教育長

旧本庁舎の跡地利用について 現状は駐車場であるが、その他の利用の考えは 町　長

④老朽配管の更新は

⑤施設の耐震化は



令和 年 月 日

時

令和 年 月 日

様

町　長
教育長

質問事項（テロップ） 質問の要旨（具体的に記入のこと） 答弁を求める者

四 万 十 町 議 会 議 長

町　長
教育長

(1)窪川高校に野球部を新設する計画があるのか問
う。

(2)野球部を新設し外部コーチを導入される考えのよ
うだが町としてどのように外部コーチを受け入れるの
か問う。

7 9 1

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告します。

緒 方 正 綱

四 万 十 町 議 会 議 員 佐 竹 将 典

9 1

午前 8 30 分 受 付

7議席
番号

5
受付
番号

5

(4)日韓の国際情勢をどのように判断しこの交流事業
を継続されているのか問う。

1 窪川高校の野球部新設計画に
ついて

(2)２０１２年以降交流事業に使われてきた予算総額
を問う。

(3)この事業で得た成果をどのように分析し判断され
ているのか問う。

2 韓国高敞郡との交流事業につ
いて

(1)高敞郡との交流事業の目的について問う。

(7)野球部が新設された場合、窪川高校に入学し野球
部に入部する者は皆入学できるようにするのか問う。

(8)四万十町としてもこの野球部を新設し、継続的に
支援していく事ができるのか問う。

(3)どのレベルで活躍する野球部を新設する計画なの
か問う。

(4)窪川高校に野球部を新設するにあたり生徒の受け
入れ体制は整っているのか問う。

(5)野球部の部員として入学した者の進路保証はでき
るのか問う。

(6)この野球部新設にあたり十分な期間を確保し県下
の中学校などに生徒募集など行ってきたのか問う。



令和 年 月 日

時

令和 年 月 日

様

7 9 1

議席
番号

4
受付
番号

6
9 1

午前 9 08 分 受 付

7

四 万 十 町 議 会 議 長 緒 方 正 綱

県立高等学校振興再編計画発表後の本町の動きはどう
なっているか問う。
存続に向けて今後どの様な動きをしていくか問う。

環境保全 町　長

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告します。

質問事項（テロップ） 質問の要旨（具体的に記入のこと） 答弁を求める者

第二次四万十町環境基本計画の進捗状況
クリーンセンター銀河の今後の長寿命化等の更新計画
について問う。
CO2削減に向け、ソーラー給湯温水器設置を助成して
はどうか。

四 万 十 町 議 会 議 員 村 井 眞 菜

旧校舎等維持管理 町　長
教育長

廃校、休校になった小中学校、体育館等の維持管理を
どの様にしていくか問う。
旧昭和小学校の活用については何か動きがあるのか問
う。

高校存続 町　長
教育長



令和 年 月 日

時

令和 年 月 日

様

・平成27年から「ふるさとチョイス」での受付を開始
してから10年目を迎えようとしている。この5年間を
見ると寄付金額は年々下がって来ている。寄付により
様々な政策に活用されてきたふるさと納税の10年間の
問題点や課題点や現状など振り返り、また、今後につ
いての考えを聞く。
・10年を振り返り問題点や課題点また、現在の状況
は。
・将来的な人口減少や町財政等を鑑みて、ふるさと納
税は非常に貴重な財源と考える。他の自治体の取り組
みなど参考にしながら、現状を分析しブラッシュアッ
プして伸ばしていかなければと考えるが見解は。
・これからの農業・林業・商工業・観光業など、四万
十町として外貨を稼ぐ施策や取り組みが必要と考え
る。観光振興は、台湾の定期便などインバウンド需要
が伸びている今、力を入れていくべき時期と考える。
また、令和の米騒動により農業の重要性がクローズ
アップされた。自給率アップなど稼げる農業にしてい
かなければと考えるが、町長の考え方を聞く。

ふるさと納税と産業振興 町　長

議席
番号

1
受付
番号

7
9 1

午前 9 38 分 受 付

7

7 9 1

四 万 十 町 議 会 議 長 緒 方 正 綱

四 万 十 町 議 会 議 員 武 田 秀 義

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告します。

質問事項（テロップ） 質問の要旨（具体的に記入のこと） 答弁を求める者

災害用井戸の進捗状況は ・一般質問で問うた、災害用井戸のその後の取り組み
と進捗状況は。

町　長



令和 年 月 日

時

令和 年 月 日

様

地元高校の振興について 地元高校の振興について、窪川高校に野球部復活の協
議が進められているとの行政報告があった。
その内容を問う。

町　長
教育長

四 万 十 町 議 会 議 長 緒 方 正 綱

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告します。

質問事項（テロップ） 質問の要旨（具体的に記入のこと） 答弁を求める者

四 万 十 町 議 会 議 員 武 田 秀 義

9 3

午後 3 00 分 受 付

7

7 9 3

議席
番号

1
受付
番号

7



令和 年 月 日

時

令和 年 月 日

様

3.WCSなど飼料米の作付けに影響はないのか。

4.モミの直播での作付けの取り組みは行なっているの
か。

9 1

午前 10 08 分 受 付

7議席
番号

6
受付
番号

8

四 万 十 町 議 会 議 員 中 野 正 延

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告します。

質問事項（テロップ） 質問の要旨（具体的に記入のこと） 答弁を求める者

7 9 1

四 万 十 町 議 会 議 長 緒 方 正 綱

2.米の作付け面積に制限はあるのか。

高齢者支援 1.現在の高齢者と要支援者の人数は。 町　長

3.介護士の確保に向けた対策は。

5.ガソリン価格高騰への対策は。

2.介護施設への支援や新設に向けてどう考へているの
か。

4.医療環境の維持に向けた対策は。

物価高騰対策 1.米の小売価格の高騰についてどう考えているのか。 町　長

6.ガソリン税暫定税率廃止による本町への影響は。



令和 年 月 日

時

令和 年 月 日

様

議席
番号

8
受付
番号

9
9 1

午前 10 29 分 受 付

7

県の消防広域化について本町の
立場を問う

①消防広域化に向けた県の動きをどのように捉えてい
るのか。

町　長

7 9 1

四 万 十 町 議 会 議 長 緒 方 正 綱

四 万 十 町 議 会 議 員 伴 ノ 内 珠 喜

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告します。

質問事項（テロップ） 質問の要旨（具体的に記入のこと） 答弁を求める者

②4月に市町村長、消防長が参加して開かれた
「第一回高知県消防広域化基本計画のあり方検討会」
での本町の考えについて

③広域化に向け、消防署を含め自主防災組織や消防団
との協議はしたのか。もしくはするのか。

④県は年度内に基本計画決定、県・市町村議会で法定
協議会設立の議決を得る考えだが、本町の動きは。

公共交通について問う ①現在の公共交通、特にコミュニティバスついて本町
の考え方は。

町　長

⑤この案件は地域への各種消防サービスや地域の防災
活動にも影響があると思われるが、今後どのように対
応していくのか。

②コミュニティバスの運行において一部の路線では、
定期バスが廃止され週一日のコミュニティバスしかな
い地域もあるがそのような地域への対策は。

③地域の意見ではあるが、「例えば、料金を100円か
ら200円に上げて便数を増やすことはできないか」と
の意見があるが協議はできないか。

④人口減少や免許返納に伴い、通院や買い物など町民
の交通手段である公共交通のあり方についてどのよう
に捉えているのか。



令和 年 月 日

時

令和 年 月 日

様

9 1

午前 11 30 分 受 付

7議席
番号

11
受付
番号

10

一般財源の財政運営について ①経常収入、経常支出、経常収支比率の変化・推移に
対する考え方を問う

町　長
教育長

7 9 1

四 万 十 町 議 会 議 長 緒 方 正 綱

四 万 十 町 議 会 議 員 下 元 真 之

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告します。

質問事項（テロップ） 質問の要旨（具体的に記入のこと） 答弁を求める者

②臨時財政対策債とふるさと納税は経常収入か、今後
の見通しと共に内容を問う

③ふるさと納税の基金を活用した新規事業の中で、経
常的な支出が発生する事業に対する考え方を問う

④施設を整備する財源（過疎債や基金など）はあって
も、経常的に維持する財源は足らないのではないか、
考え方を問う

⑤行政の「やらなければならないこと」は、時代の変
化と共に形を変えて増えていくが、今後の対応に対す
る考え方を問う

⑥事業を削ることは「目的ではない」が、新しい取り
組みや必要な事業維持のためには「手段」としての精
査・削減が必要だったのではないか。遅れに対する認
識と今後の方向性への考え方を問う



令和 年 月 日

時

令和 年 月 日

様

①生徒数に合わせて統合を考えるべき

町　長

②残業が多すぎではないか

町　長
教育長

②じゆうくの費用対効果

③不登校対策は充分か

学校のあり方について

補助金について 数多くの事業をやっているが費用対効果を認識してい
るか

町　長

職員の組織と残業について ①人口が減っている中、職員も減らすべきではないか

町財政について 今後厳しくなる財政にどう取り組むか 町　長

人口減について 少子高齢化の進む中、今後の対策について町長の考え
を聞く

町　長

来春の町長選について 町長は町長選に出馬するのか、しないのか 町　長
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四 万 十 町 議 会 議 長 緒 方 正 綱

四 万 十 町 議 会 議 員 味 元 和 義

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告します。

質問事項（テロップ） 質問の要旨（具体的に記入のこと） 答弁を求める者
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午前 11 59 分 受 付

7議席
番号

12
受付
番号

11


